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し、訳註については註番号 19-45 を仲田が、註番号 46-100 を村田が執筆し、
3名で相互に補足を行った。
２．『帝国統治論』第9章に関する研究動向
　今日の研究者らの多くは、DAI全 53章のうち第 1章から第 13 章までを 1
つのセクションと見なしている。このセクションは帝国北方の諸集団に対す
る外交指南の体裁をとり、第 1-8 章まではペチェネグについて、第 10-13 章
はハザールやテュルク系集団について、帝国と彼らとの関係、彼ら相互の関
係、そして重要な地理的情報などの話題が記述される。









［Obolensky 1962, pp. 18-20］。
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的に用いる環境にあった人物であった可能性が高い［Obolensky 1962, p. 19; 









































































容が DAI第 1部（第 1-13章）の中で異質であるという理解は、オボレンスキー
以降も共有されてきた。すなわち第 9章は地誌的な情報やルーシの交易遠征
の記述を主とする、（他の章での事務的な語りとは対照的な）叙述的な語り































































［Mel’nikova 2016, pp. 318-322］（9）。彼女の主張は十分な論証を伴ったもので
はないが、第 9章を DAI第 1部の論理構成の一部分と捉える解釈を提示し
た点で注目すべきものである。今後の研究は、彼女の見解を踏まえたうえで
進められねばならないだろう。






















































1962, pp. 20-23; 清水 1995, 31-39 頁 ; 栗生沢 2015, 60-61, 65, 89-110, 114-116 








1962, p. 22; 清水 1995, 31 頁］。しかしながら、キエフ・ルーシの諸国家がヴァ
リャーグの到来によって唐突に現れたわけではなく、その下地にはスラヴ人
たちの築いた社会的・経済的基礎があったことは、ノルマン起源説を支持す

















地（χώρα τῶν Ῥῶς）」「ロシアの地（χώρα τῆς Ῥωσίας）」という表現も用いら
れている［DAI, 4. 1, 37.1.］。これに関連して、もっとも研究者の間での論争
－ 223 －



























































ンスキー自身も、こちらに近い見解を示している［Obolensky 1962, p. 28; КБ 




















































































































































































































BMT = Three Byzantine Military Treatises, ed. G. T. Dennis, Washington, D.C. 1985. 
DAI = Constantine Porphyrogenitus, De administrando imperio, ed. by Gy. Moravcsik, 
trans. by R. J. H. Jenkins, rev. ed., Washington, D.C. 1967.
De Cer. = Constantini Porphyrogeniti Imperatoris De Cerimoniis Aulae Byzantinae, 
ed. J. J. Reiske, 2 vols, Bonn 1829-30;Constantine Porphyrogennetos, The 
Book of Ceremonies; with Greek edition of the Corpus Scriptorum Historiae 





















































LBG = Lexikon zur byzantinischen Gräzität, ed. E. Trapp, Wien 1994-.
КБ = Константин Багрянородный, Об управлении империей, Под ред. Г. Г. 
Литаврина и А. П. Новосельцева, 2-е и исправ. изд., Москва 1991 [略号の
後ろに ()で括って註の著者名を記した ]. 
ODB = Oxford Dictionary of Byzantium, ed. A. P. Kazhdan, 3 vols., New York - 
Oxford 1991.
Taktika = Leo VI, Taktika, ed. and trans. G. T. Dennis, Washington, D.C. 2010; rev. 
ed. by J. Haldon, 2014.
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（３）第 9章の註釈は、DAI註釈全体のうち約 4分の 1の分量を占める。










あったという主張は、Shepard 1985, p. 272; Franklin & Shepard 1996, p. 113がす
でに示唆している。
（９）Howard-Johnston 2000も第 9章における情報が DAI編纂時期の状況を反映し
たものと主張する。
（10）他方で、この語がスカンディナヴィアからスラヴ語を経ずに直接ギリシア語
















称を直接取り入れたものであるというのである［ Бибиков, Мельникова & 





















い。 詳細については栗生沢 2015, 101-110頁、とくに 107-110頁を見よ。
（13）それ以前は「ルーシの地」を指す語としては「ルースカヤ・ゼムリャー（ruskaya 
zemlya）」ないしは「ストラナー・ルースカヤ（strana ruskaya）」といった語が





な案が提唱されている［Obolensky 1962, p. 26］。
（15）その際彼は、イドリースィーも「外ロシア」に近い用語（ar-rūsiya al-khārija）
を用いていることを指摘し、これがロストフ地方を指すものだと解釈している。
A・ダニレンコも彼の見解を支持している［Danylenko 2004, p. 5, n. 32］。
（16）ナソノフはその際、「外ロシア」は北方のノヴゴロド周辺だとしている。
（17）この地理感覚は 12世紀の歴史叙述においても認められるとしている。
（18）メリニコワの解釈もこれに近い［Mel’nikova, 2016, p. 325］。しかしダニレン
コはこれについても懐疑的である［Danylenko 2004, p. 5, n. 32］。
（19）「丸木船（μονόξυλα）」。「独木船（山口訳）」［山口 1983］、「舷側板一枚の舟（清




















































































報提供者が用いた形を転写したものだと考えられている［Obolensky 1962, pp. 
26-27］。
（24）「ロシアの首長（ἄρχων Ῥωσίας）」。10世紀ビザンツの公文書では、ルーシの

























スラヴ語を経てギリシア語に入ったと考えられている［Obolensky 1962, pp. 27-
28］。スヴャトスラフが当時実際にノヴゴロドにいたかどうかは不明だが、10世
紀のキエフ＝ルーシの諸侯は息子たちの 1人をノヴゴロドに置くのを通例とし
















［Obolensky 1962, p. 30; Belke & Soustal 1995, S. 79, Anm. 41］。ギリシア語形につ
いては、これまでに様々な説明が試みられている。語頭の「σ」の欠落につい




る説がある。КБ (Мельникова & Петрухин), стр. 312を見よ。しかし近年出され
たメリンの説では、このような形になるのはポントス方言に見られるようなギ







































































































にも存在する［Obolensky 1962, p. 33］。





































いる［Obolensky 1962, p. 34］。
（35）「レンザネノイ（Λενζανῆνοι）」。DAI, 37.44では「Λενζενίνοις」の形で登場す
る。かねてより『原初年代記』に登場する、ヴォルィニのルツクに居住するリャ
ヒに同定する意見があり、これを支持する研究者もいる［Sorlin 2000, p. 344］。
しかし、 オボレンスキーは、共通スラヴ語（common Slav）の「*lędjaninŭ（＝
未耕地の住人）」, そこから派生したであろう古ロシア語の「lędžaninŭ/*lęžaninŭ」










ラヴ人たち（Σκλαβηνοί）」が住む土地一般を指すようになった［Obolensky 1962, p. 
35; ODB, vol. III, pp. 1910-1911, s.v. Sklavenia］。
（37）実際は周囲に山のような地形は存在せず、この山がどこかは不明。ドニエプ
ル航路北部ではヴァルダイ丘陵くらいしか高いところはない［Obolensky 1962, 




が誤解された可能性もある［Obolensky 1962, pp. 35-36］。
（38）厳密に言えばドニエプル水系に湖から流れ出す箇所はない。オボレンスキー
はバルト海・ドニエプル上流間の水路にとりわけ多く点在する湖沼を指すもの
だと推定している［Obolensky 1962, p. 36］。あるいは、川の一部を指している









πέλλας καὶ σκαρμοὺς εἰς αὐτὰ καὶ λοιπὰς χρείας）」 。異なる解釈として、シュテス







































































用の帆と帆桁、櫂が取り付けられたと目している［Obolensky 1962, pp. 23-26, 
36; Strässle 1990, S. 100］。





































Melin 2003b, pp. 36-38によれば、この言葉は古代教会スラヴ語ないし古代ロシ





長さは 512メートル、左岸の長さは 544メートル、高低差は 1.94メートルとさ






設された（史料証言については Obolensky 1962, pp. 43-44を見よ）。従ってここ
で言及されているポロ競技場は、おそらく後者とみてよかろう［Guilland 1969, 










研究があるが、さしあたり Sorlin 2000; 小澤 2015; 栗生沢 2015を参照。
















［Danylenko 2001, p. 44］。一方で近年では、南スラヴ語であることには同意しつ
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は右岸側 271メートル、左岸側 166メートルの長さで、高低差は 1.6メートル













のだと説明する［Danylenko 2001, p. 50］。もう 1つは 20世紀初頭に H・ピッピ
ングによって提唱され、2003年にメリンが改めて採りあげた説で、この言葉を
現在分詞の複数形として理解するものである。両説ともそれぞれ弱点を抱えて
おり、この問題は未だ解決を見ていない［Melin 2003b, pp. 39-40を見よ］。
　 　ゲランドリは、現在ではロハンスキー早瀬から 5キロほど下った場所にある
ズヴォネツキー早瀬に同定されている。右岸側は 186メートル、左岸側は 218
メートルの長さで、高低差は 1.5メートルほどとされる［Obolensky 1962, p. 46; 
Androshchuk 2013, p. 122］。
（55）「アエイフォル（Ἀειφὸρ）」の語源解釈は 19世紀以来試みられてきているが、
現在に至るまで確実な見解は得られていない［Obolensky 1962, pp. 46-47］。近
年改めてこの問題に取り組んだメリンは、他の事例に拠りつつ、「ἀει」を古ス
ウェーデン語の副詞「ai（古ノルド語の ei = 継続的な、つねに）」、「φόρ」を古
スウェーデン語の名詞「for（小川や湖にある場所で、人が水の中を歩いて渡
れるほど浅いところ）」の合成語、すなわち「aifor（常に浅い早瀬）」とする解
釈を発表している［Melin 2003b, pp. 40-41］。一方でゴットランド島のピルゴル
ドからは「aifur」という地名に言及する 10世紀末のルーン碑文が確認されて
おり、これが DAIにおける第 4の早瀬を指すのではないかと指摘されている
























イフォル「常に浅い早瀬」と全く異なる意味となってしまう［Obolensky 1962, p. 





ある。右岸側は約 2.5キロ、左岸側は約 1.6キロの長さにおよび、高低差 5.9メー
トルの滝がそびえている［Obolensky 1962, pp. 47-48］。
（57）「積荷（πράγματα）」。上記註 49を参照。





Sorlin 2000; Rotman 2009, pp. 77-79も参照］。 
（59）6ビザンツ・マイルを指す。これは一般に約 9キロメートルと推測されてい
る［КБ (Литаврин), стр. 324］。
（60）「荷物（πετζιμέντα）」。この単語はラテン語「impedimenta」からの直接の借用
語であるが、コンスタンティノス 7世の時代が初出である［LBG, s.v. 語形に関
する詳細は Binder 2000, S. 231-237］。 
（61）「バルフォロス（Βαρουφόρος）」は、古ノルド語の「bára（波）」（属格 báru）と「fors
（滝、早瀬）」の合成語と見なすのが一般的である［Obolensky 1962, p. 48］。だ
がメリンは、湖や小川を指して「波」を用いる例は他に見られないとして、代
わりに「barforsen（［岩や小島などから］解放された早瀬）」との解釈を提示し
ている［Melin 2003b, pp. 43-44］。
（62）「ブルネプラク（Βουλνηπράχ）」は一般にスラヴ語の名詞「vъlna（波）」の形
容詞形「*vъlnьnъ」と「porgъ（早瀬）」の合成語、「波うつ早瀬」と理解されて




























































第 4の早瀬から約 14キロ下流に位置し、右岸側は 576メートル、左岸側は 501














詞派生語（an archaic denominative）」とする［Obolensky 1962, p. 50; Danylenko 
2001, pp. 52-58; Melin 2003b, pp. 49-51］。





はないかと言う［Melin 2003b, p. 56］。
　 　この早瀬は、確実ではないものの、現在のブディロ（ブディロフスキー）早
瀬に同定されている。この早瀬は第 5の早瀬から 5.5キロほど下流に位置し、
長さは右岸側で 399メートル、左岸側で 218メートル。高低差は 1メートルと




のである［Obolensky 1962, pp. 50-51］。一方で近年メリンは、より普及してい
たと思われる「stryk」の単数主格に、ギリシア語の地名語尾として一般的な






















頭が出現したのだと説明した［Obolenskly 1962, p. 51およびそこで挙げられて
いる文献を参照］。もう一つの説明はメリンによるものである。彼女は接頭辞
「na-」および接尾辞「-ьje」からなる名詞が集合名詞の少辞形を作ることを論証し、




長さは右岸側で 469メートル、左岸側で 186メートル、高低差は 40センチと
される［Obolensky 1962, p. 52］。

















てルーシが交わる地点であったとされる。Androshchuk 2013, pp. 122-123を参照。 
（72）コンスタンティノープルの競馬場（ヒッポドロム）の内幅は約 80メートル、
観客席をも含めた施設全体の幅は約 120メートルと推定されている［Belke & 
Soustal 1995, S. 83, Anm. 65］。
（73）「水底が顔を出す」。テクストは「友たちが見渡す（παρακύπτουσιν οἱ φίλοι）」
の形で伝来しているが、このままでは文意をとることは容易ではない。「友たち」
を競馬場のそれと解釈しつつこのテクストを維持する説もあるが［Cf. Belke & 







の記述から示唆される［Cf. Obolensky 1962, p. 54］。
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紀に比定される集落跡と土器類が発見されている［Androshchuk 2013, p. 123］。
少なくとも 16世紀末以降、この島にはコサックが住み着き、モンゴル人に対

































碑は一般に 11世紀のものとされている［Duczko 2004, p. 252］。
（79）ドニエストル川を指す。DAI, 42.66-67も参照。
（80）ドニエストル流域の川の 1つとされる。Obolensky 1962, p. 57を参照。
（81）ドニエプル川の「支流」と訳した「παρακλάδιον」の解釈については










































































































































































ルヒンは述べている［КБ (Мельникова & Петрухин), стр. 331］。
（99）「ロマニア」は、ここではビザンツ帝国領域を指す。この言葉は時として「蛮族」






vol. I, S. 90-91および vol. II, S. 228; DAI, 37.2-8および当該註も参照］。DAI第 9
章においてこの文章が持つ場違いな印象は繰り返し指摘されてきたが、この点
については上記研究動向（2）を参照。
（東京大学大学院総合文化研究科博士課程単位取得退学／日本学術振興会特
別研究員PD／東京大学大学院人文社会系研究科学生）
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